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Hexylresorcinがその効果の黙に於いては，良好在成績が報告されているが，副作用の貼l亡

於いては，強い非難を蒙ると云うととが稀でない様である。激い副作用が時iて現はれると云う

原因が Hexylresorcin本来の性質として避け得られないものであるか，或は製剤j上の技術的

依陥によるものかは，尚充分に検討され怠ければならない。又一方本斉uが相営高債なものにつ

くと云うととからして，術庚く使用されるに到っていない。駆轟薬の理想とする所は， p 効果が

著し＜ .副作用が少し大査に康慣に生産されると云うととである。との目標に向って，現在

各方面で，アノレキールレプノレシンに就いての研究が進められている様である。

抑主アノレキール基のレプjレシンとの結合合成は Leonard(1924), Lamson, Ward & Brown 

によると Johnson& Hodgeぐ1913),Johnson & Lane (1921）.等により研究されたもので，

最初は殺菌剤，殊i亡尿路消毒剤として使用せられた。然しその後 Lamsonet al ．に依って駆

晶子守！！として研究され，本邦l亡於ては門馬，岩城氏により報告されている二而して normalHe-

xy resocin （以下 n・H.R.とナ〉，が alkylresorcinの中でも特に有効なる駆品開！として使用

されるに到ったものである。

最近本邦lて於ては山崎氏，岡崎氏等，北川氏の諸家によって，との方面の研究が進められ，

夫々 n-Hexylchlororesorcin,n-Amylchlo:r>oresorcin, iso・Amylchlororesordn,n-Heptyl・

chlororesorcin, n・Amylresorcin,iso-Amylresorcin，等が n-H.R.の快黙を補い，旦つそ

れに勝るとも劣らない縮轟効果を示すものとして報背されている。

・＇’ 私は偶々 iso・Hexylresorcinぐ以下 iso・H.R.企略す〉を入手する機合lて恵まれ，とれの畑

誌に封ずる作用を試験管内，及び人髄内試験で検査し，かつ組織に封ずる作用を動物髄で検査

した。

Isohexyl 墓は某工業の副産物がら界易忙しかも多量に生産するととが出来るのであり，従

って iso・R.R.の生産は n-H.F~. よりも容易に，大量に， しかも燦債に行われると怠われる

のである。その構造式は次の如くである。
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従来 iso・H.R.については研究が殆どなされてい念い。 Leonardは alkylresorcinの殺菌

力試験の結果を次の如く示している。ぐPhenolの殺菌力を 1として〉

iso-amyl-R. 23. 8 

n・amyl-R. 33.0 

iso・hexhl-R. 23 .3 

n-hexyl-R. 43.0 

n・heptyl・R. 30.0 

iso・H.R.は外観上 n-H.R. t:同じであり，殆E無色の結品で，融黙は費験に用いた製品

で 56°C，ガくには殆ど溶け友い。

賓験は A）試験管内試験， B）毒性試験， C）臨床試験の三段に分けて行った。

A 試験管内試験

豚自問轟を用いた。屠殺場から， 37-38°CのリシグJレ氏液を入れた魔法ピンに入れて蓮て人

運動活畿な淡肉色，傷の危い，硬度の充分なものを水道水並にリンゲノレ氏液にてよく洗織し試

験に供した。、

賞験の方法は略 Lamson等ぐ1936），の方法に ・

従った。邸ち約 3lit.を容れるガラス叉は陶製の

器tて第1園の様に金網の中仕切をつくり，その下

iどはフ。ロペラを挿入して，液を絶え宇撹祥し，そ

の上に姻轟を入れた。これは水に難溶の薬剤lを絶

え宇平等な Suspensiontc保つためである。薬剤

を稀緯ナる液韓としては 37-38°Cに加湿し？とリ

ングル氏液2lit.を用いた。封照にはリングノレ氏

液のみを用いて撹祥したもの及び何等との様操作

を加え紅いものの雨方を試みた。各々 10隻宛の

自国最を用いた。

乙の様にして薬液に作用させた品種は，一定時

間後取出 Lて， リンゲノレ氏液で、よく洗って髄表の

薬液を去り，リンゲYレ氏液を入れたシャーレ内に

移 し， 37°C l:C保温して，その後死亡して行く欣

況を観察した。生死の判別は運動の治失を目標と
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し，運動を停止したものは 45。Cのリンゲノレ氏液に入れて動くか否かを見，それで、も動かぬも

のは 60°Cの液に入れ，その刺戟によっても情動かないものは死亡とした。

比較のために四堕化炭素，へノポ芳泊， Benzylresordn.及び n-H.R.を用いて同じ賞識

を行った。

a) 四堕化炭素

1000倍及び300C倍の稀懇で試験したぐ第 1表〉。 1000傍で5介間作用させた場合，全最強

が死ぬまで8日聞を要し， 10分では6日， 30分で5日， 90分で4日間で死滅している。劉照

では品種の宇数が2週間以上生存している。封照のうちで撹祥によって液を動揺させたものと

ぐC2），撹枠しなかったものと（C1）では識髄の死亡して行く扶況に差異が見られなかった。印

ちζ の賓験で行った程度の液の動指で、は轟髄の生活力に殆E影響を興えない様である白

相議の飼育液は毎日取換えたが，畠髄の生活力が弱って死期が近づく程，液の白濁が甚だし

くたって来る。

b) へノポヂ油

1000傍稀穣液で5分及び 10分間作用させたぐ各主 10隻宛〉。雨寛験共に操作後直ちにリ

第 1表 （四盤化炭素）
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三：：：：：：波予操作を霊？心掛照例州ま生存轟憧あるを示す
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ンゲノレ氏液:-0、轟瞳を洗練して，新鮮紅 37°Cのリンゲノレ氏液iて入れて，勝卵器内で運動を見る

に，全議鵠ぐ20隻〉とも運動皆無＇ 10分後 45°Cのリンゲ〉レ氏液にて運動を見るに， 10介間

作用のもの2隻運動なく，更に C0°Ci-r.移すも運動なく之等は死せるものである。残りの轟穫

は1時間後には 45°Cでは微動し， 3時間後4隻死L, 6時間後には残存4隻も鍔死した。 5

分作用したものは， 12時間後2隻， 24時間後3隻死し，而して生存5隻も 48時間後は凡て

死滅した。との場合は四盤化炭素の場合の如く飼育リングノレ氏液が末期になっても白濁が著明

ではなかった。針照晶瞳は2週間以上も生存し？と。
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ペンチーノレレプルシン

Penzylresorcinは慶大薬化皐研究室上回数授の合成されたもので，同氏より標品の譲渡を

受けた。決の構造式をもつものである。

OH 

／一一＂＂＇－ cHー／一一＂＂－ oH
＼一一／ 2 ＂＇一一／

ヘキシーノレ’レゾ、ノレシンに似た結晶で淡褐色で，ヌ｝くに難溶，融賭 76・Cである。

1000倍液で5分， IO分， 3分， と試みた。第2表の如く時間に比例して漸次死波しず三。と

の場合轟鵠表面が漸次白色化して鎗死ナる如くである。封照は他の場合と同様2週間以上生存

し？とD

2000倍液では 10分間の賞磁を行ったが，第3日より死に初め 1週間以内に 10斐全部死滅

し？こD

IOCO倍液に入れると最初は韓表の刺戟作用の？とめか拾も逃れんとするかの如く運動旺盛であ

るが， 2分後には運動漸失停止し， 8分頃より最鵠が硬化を開始し，この時には頭部のみ軽微

に動かずものもある。 4分後には運動全く停止、
し， 5分では議髄は全く硬化して“ゼンマイ”

を伸した如き欣態となり，直ちに洗j保L, リン

ゲJレ氏液iて移し，熱試験を試みるも全く反臆な

く繁死している。品種数 10隻を使用 2同に亙

って試みたが，雨同とも全く同結果であった。

2000倍液で試みると， 3分頃より運動哀え，

4分にで運動殆ど停止．姦韓質化開始， 5介で

は 11二0倍の場合より轟穫の硬化度は和主弱い

が全部硬化した。ただこの場合， 10隻中 3斐の

み頭部を微動させるものがあっ士が，洗権後リ

ヘキシーノレレソルシンd) 

ぐペンチーノレレゾノレシン〉第2表

同
uuu
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ンゲ、ノレ氏液中で見るに徴動だ忙なく，熱刺戟を輿え？とが，反謄なく鎗死していた。 10隻宛2同

試み殆ど同結呆i亡経つ？と。

500倍液では5介では第2日より第6日に全議死じぐ10隻λ10分では第2日より第4日に

全議苑減したぐ10隻〉。 30分では第3日より第5日に同様の結呆で、あつ士。

500）イ音締穫の場合，浸漬時間の長短によって，轟韓が死亡するまでの日教にあまり鐙化がな

いと云うのは，液中の薬剤！量が少いため，初めの 5分間iて轟骨量に結合ナるものは殆ど全て結合

してしまって，液中には極めて低濃護lてしか残らなくなるためと考えられる。

e) イソヘキシーJレレプノレシン

iso・H.R.では女の 4miりの濃度で賞験を行つ？と。

1000倍稀煙、液 (JO斐〉 2岡

2000倍グ ぐ10隻） 2同

300J倍グ (10隻） 1同

5000倍グ (10斐〉 ヨ同

1000倍， 2000倍稀緯の場合にはかH R の場合と同様，浸漬直後から最鰻を観察L, 5介

間の浸漬で取り出じた。結果は n・H.R. の場合と同様であって，運動の停止，轟髄の硬化等

時間的にも略一致し？と。強いて云えば iso-H.R.の方が轟髄の硬化度が強かったし，蓮動の

停止も極めて短時間ではあるが，速められた傾向であった。邸ち n-H.R. よりも強く殺識的

に作用した如くであっ？と。之は Leonard(19M）の殺菌的には n-H.R. 46.0, iso・H.R. 23.3 

と云っている事賓と異り，殺識的卸ち殺畑識的には略同程度か，或いはそれ以上の作用のある

事を思はしめるのである。

3COO倍稀稗液では 10分間で全ての品韓が運動を停止してi;,まうが，品種の硬化度は高度で、

・は泣い。然し洗撫後清浮リンゲJレ氏液中で運動を見つつ生死試験を行うと 1＇）分後には全轟が

死滅している。

5000倍碕穫波では前述の n-H.R.の場合と全く同様で2-4日lて漸衣死滅ナ-t0 

以上の駿試管内試験の成績を比較して見ると， n-H. R.と iS＇）・R.R.は他のものに比して

遣に強い殺姦力を示し，この雨者間iては飴り差は見られなかった。へノポヂ油が之等lて吹いで

強く，ペンチーノレレゾノレシンと四堕化茨素とは最も弱く，市して雨者は時同等の力を示した。

B 毒’性試験

a) ラツテに到する試験

穂重 100gr.前後のラツテを用いて試験しず亡。契聞の投輿量は龍重日gr.tて釘し4.0mgr.か

ら40mgr. までの聞とし，各群iて用いた鼠の数は第3表に示した通り 10-20匹である。

投興後10日毎日生死を観察し， 10日間生存したものは屠殺剖検し，病理組識暴的検索を行



60 イソヘキシールレゾノLシンによる鯛轟脇除試験

った。飼料は終始小?ff.，冠水米iて野菜とし，薬剤の投興法は7kl亡混じ，金属カテ由テノレで、直接

胃内に注『入した。

以上の結果はぐ第3表）， 4.0mgr.で、は 5-9 日に 4~死亡して， 16 匹邸ち 80% は 10 日まで

生存した。 8.0mgr . では 2-8 日間に 11 匹死亡し， 9 匹生存， ~p ち 45；哲生存した。 1{0mgr.
では 1～4日に8匹鑓れ， 2匹生存’o；ぎに営る。 16.0mgr.では 1-3日に 10匹とも死亡，

;10.0mgr.では第1日iて1--2時間で 10匹とも死亡した。

石井博士の昭和 23年秋安施せられ？と，レプノレシン系R轟費u毒性試験と私の所見を比較して

見ると，マウスとラツテの相遣はあるが，同氏はノノレマルアミノレレプノレシン，イソアミノレレア

ルシン， n-H.R.を試みられ， n-H.R.が毒性最も弱く 5.0mgr.で L D. (Letal dos：心＇50
を得られている。

第 3 表

百主］ぶi1 2 3 4 

4 20 。 。 。 。 1 

8 20 。 2 3 2 2 
12 10 2 3 2 1 。
16 10 2 6 2 

40 10 10 

6 7 

1 1 
1 。
。 。

I s J 9 I 10 J 

。 1 。
1 。。
。。。

L.D. 

20 

55 

80 

100 

100 

私の場合は 4.0mgr.で L.D. 20, 8.Cmgr.で 55を得たのであって， n-H.R.に比し℃

iso・H.R.が毒性が強いとは思はれない。

而してとれ等の剖検所見としては， 4.0mgr. 8.0mgr.で、舞死したもの， 10日後屠殺したも

のでは肉眼的には穣化なく，組織撃的に前者の胃に粘液産生充進及び上皮剥脱を軽度ではある

が見られた。 12.0mgr. 16. Omgr.のものは肉眼的に大小出血班が見られ，殊に小腸上部にも

亙ってい党。組織撃的には粘膜上皮の剥続，充，出血が可成高度に見られ，胃粘膜構造の著し

く観れているととろが多々存した0 40.0 mgr.では出血が胃内に充満し 粘膜充血著明で，出

血班が多数に見られ，組織皐的lて．壊死に陥った箇所も見られる。恐らく強烈な刺戟による出血

死2::思はれる。

b) 家兎lて華すずる試験

次いで家兎（髄重了～4kgr.）について試験を行い， l.Ogr..の iso・H.R.をヂラチンカプセ

ルピ入れて，プンデを用いて直接胃内に挿入した。

而して ・1) 注入直後〈約 15分）， 2) 3時間後，及び 3) 24時間後， 夫々屠殺して病理

組織撃的に検索を行った。

薬剤注入前は約 12時間絶食せしめた。注入後は3時間で屠殺 Lたものはそのま ι禁食させ，

24時間後署殺のものは注入後5時間，何も興えず勺その後は野守等の普通飼料を輿えた。

， 
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1）投輿直後殺例

胃内に挿入されたグラチンカフ。セルは殆ど溶解されていたが， iso・H.R.の結晶は尚少量，肉眼的に認

められたo粘膜の充，出血は全然見られなかった。然し組織撃的所見に守次の如きものがあったo

胃： 粘膜表唐の崩壊著明で，上皮細胞の襲警性脱落が著しく，粘膜構造は著しく範れているe

腸及びその他器官： 異常は認bられなかった。

2）投輿3時間後屠殺例

胃： 肉眼的に出血斑の如きものも認bられたが，組織塵的には何等粘膜出血は認められない。然し粘

膜上皮の剥院及粘液産生著明で，所々に白血球の滋出の精強し、所が認められる。充，出血はない

叉深部には異常はなし、。

十ご指腸： 程度の上皮剥院が認められるo

ささ腸及姐腸： 上皮の剥脱及粕液蓋生が見られ，且つ淋巴腔は櫨張し，謬様物を容る。

盲腸及大腸：異常な Lo

肝，牌，心，腎，及腺等には異常を認めなし、。

3）投輿24時間後麿殺例

胃： 肉眼i二は他の臓器と共に何等所見は認められなし、。組織撃的には粘膜出血は全然認められない。

只粘液蓬生及上皮剥院か軽度ではあるが見らわ，充血又は白血球の滋走も殆ど認められなL、。従っ

て極く軽要のカタル像にすぎ、なし、。

腸： 十二指腸，廻腸，空腸，盲腸に於ける粘膜上皮の剥院は極弓て軽微で，大腸に於いては殆ど異常

は認められないロ

肝，牌，心，腎，肺，その他にも態化は認められなし、。

向対照としてかH.R・の家兎に針する賓験を行ったが，之は3時間， 24時間後屠殺した，もの共に

iso・H.R.と殆ど大差が認められなかった。組織撃的に胃に於ける 3時間後の所見は，粘液形成著しく高

度で粘膜表層の肱落も著明に認められるところもある。腸管所見も略同様で，その他臓器に礎化は認bら

れない。

次で結晶を直接家兎の舌主面に塗抹して局所に封ずる障害件用を除した。舌表面は全般に亘って白色と

なるが，肉眼的に出血は認められなかった。組織皐的には全直に亘り上皮の表唐l土壌死に階り，剥挽し，

血液が混じ附着するo上皮下組織は所々水腫性である。この場合の食道を見ると肉眼的に所々白色化した

班黙が見られ，その組織は限局性に上皮の濡平細胞唐の疎開，剰離及び軽度の崩壊が認められる。粘膜国

有唐には襲警化がなし、。

以上家兎に針する毒ぱ試験は Lamsonet alのかH.R. についての犬に封ずる寅践の如く，極めて

表唐であり，且つ一過性であり，胃腸のみに程度の障害を典えるのみで他の臓器には何等の艶イヒも，障害

も認められないのである。

土述の如く 3時間経過Lたものと， 24時間経過したものではその所見も具払胃腸粘膜所見も治癒傾向を

示してし、るo 従って副作用はあるにしてもかH.R. と同種度のものであると推測された。
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C 臨床試験

毒性試験を充分行って， その毒性は n-H.R. より強くはたいと云う結果を得て始めて臨尿

賞験に入った。 ， 

試験は a）舌端塗抹試験， b）服用試験， c）駆轟試験，の三段に別けて釘つ？と。

a）舌端塗抹試験

私自身の舌端lて塗抹した。瞬間刺戟的灼熱感があり，直ちに合欺ナるに，該部は白色化じて

疹痛は感じないが，知受鈍麻があり，然し 24時間後には自魔的にも．他魔的にも異常は主主く

全く牧復し？と。数日後任H.R. について同様試験したが，爾者の差異は殆E認められなかっ

た。

b）服用試験

自家貫験として 0.5gr. をゲラチンカプセノレlて入れて服用を試みたが，自畏的所見は全然危

かったので， 2日後再び 1.0gr. をグラチンカプセノレlて入れて服用した＠との場合も何等副作

用は認められ紅かった。自身町議卵陰性のため駆掻殻果を見られなかった。

c）駆最試験

1) 先づ某精紳病院患者の臨議卵陽性者 9 名を選び試験し，その.~[Jf轟穀果並びlて副作用を見

？とB

服用方法は n・H.R.と同様に朝食前2さ腹時に 1.0gr.をヂラチンカプセノレl亡入れ7.kと共に服

用させ，その後5時間禁食を命じた。との場合は排轟を検し叉2週間後矢尾板氏集卵法により

轟卵の陰轄率を見？を。下期は用い宇、。乙の最初の試験で排轟者率 77.8%，完全.~＆；轟率 63.7 を

得，一人の副作用を訴える者も設かった（第4表）o '.3えいで例数を増加してその放果と副作用

を追試した。

2) との場合は服用方法は同前で， 24時間後硫麻 1ミ.Ogr.を 100gr.の水ξ共に輿えた。

との硫麻を興えた試験は前の場合と大差は見られなかった。一人平均排嘉敷も前より多く

3.8隻であって， 可成良成績を得？と。但し副作用と見らるべき 腹痛 2. 幅吐 1, II匡気3を記

録した。然し之等は何れも軽度で精々 1時間程度で消失を見た。ぐ第5表〉

3) ヨたに使用量を増して，その殻果と副作用を見？と。之は轟卵陽性者198名について轟卵の

第 4 表

員窓 j排義者敷｜両% 弘通~五%了排品数 11人平均穀 ！ 排議日！副作用
← 9 I 7 r ？江｜ 了「66.7 I 1-3 I 2. 3 i ~三二乙



検便は服薬背骨， 3日連総してスト

ーノレ氏法にて菰卵を算定平均 l＿，.，服

薬後，命議卵陽i生者は約2週間後，

同様3日算定平均して，その減少率

を算出した。議瞳検出は患者の毎日

の全便を採取して濯便したq 排晶状

況は第8表の如く，大部分は第2日

目に排出され，績いて第 3,4日目

に多く出ている。稀に第 6,7, 9, 

日目i亡排姦したものがある。之等の

朕況は n・H.R.と略一致している。

（第8表〉

排愚者率は 100%で， 1人平均排

品数 4.8隻と怠る。品卵陰縛率（完

全騒益率〉は7名で 70%，議卵減少

率は 93.1，%の高率を示した。

副作用は殆ど認められない程度

陰轄率（完全駆長率〉と副作用のみを検査し排品種数等は充分な検在は行は友かった。（第6表》

との場合，薬用量が L5gr.の群が陰縛率 2.§：認だけ優れた成績を示しているが， 0.Sgr.の

差，卸ち 50,5'；：；－襲用量を増加した事で，僅かに 2.5%の増率ではその用量を増加するととに意

味がない様iて忠はれる。副作用の黙では 1.5gr.~場合， 相嘗増加ナるかと心配したが，雨者

間にその相違は認められなかった。

4) 以上の経過から下剤の必要は必ずしも危い ζ と，薬用査は 1.0gr. Iてて足りると忠はれ

るととを知に以下用量 1.Q~~T. ，下舜！！なしにて E.P. G.を計測して轟卵の減少率を見た。（第

7表〉

との場合，轟卵陰轄率ぐ完全駆轟率〉は 76.9%となり，議卵減少率は 92.3；ぎとなり，好成

績を得たが，乙の場合， E.P. G.値の高きもの， IWち濃厚感染者には完全駅掻は 1同のみに

ては目的を達し得ていない。

5) 衣で、慶陸病院内科lて入院せる

比較的軽症に麗し，長期入院を要ず

る患者で胴轟卵陽性者の 10名につ

いて巌密に諸徐査を試みた。

ti~ 

医竺致11人卒均数｜排轟日 ｜副作用－

I 1→I 3.8 Iー＿；鷺；

（硫麻 15.0gr.)

夫

震 （ 姓名｜判特~1E. 書 G.／量点｜副作用
1 I山口 I21 

600 
．島

100 一

2 永島 4ラ 9,600 100 一

3j古 ‘畑 I30 18,400 1,900 89.6 一

41高橋 41 480 100 胃灼熱感

5 鶴巻 ＇ 19 2,500 100 一

6 吉田孝 33 7,200 100 一
・24 1,800 100 一

8 八木 24 2,100 100 一

9，小松 53 6,100 3,600 ~0.9 一
10 i 原 因 21 10,300 3,200 68.9 ” 
11 大竹 51 1,200 100 一

12 吉田 21 3,600 100 一

13 本田 ；28 ＼丸200 100 一

四

67.7 

タ6

喜

同

表

東

排義者円j空三上露識者主 1

ラ4

65.5 

（下費！！ナシ〉

5 

安

同

第

第 6 表

~陰鴎者数
97 

第 7表

5 

薬用量l員
1. Ogr. 

要文

65 

員
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で，第1例，第5例i亡沿いては問診によって，問はれれば認めると云ふ程度で，特記すべきも

のでも、なかった。
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ある。

以上の総例について見ると

排議欺況を検した 97例にては排轟者率は

日.6%

金.2.95例について完全髄轟率を見ると

67.1_% 

4), 5）群（第7,8表〉の2試験にこ亡議卵陰轄率を見た 23例では

排義者率 100% 

完全．駆轟率 73.9% 

轟卵減少率 92.7% 

乙の成績から見ると，完全騒晶率，議卵陰縛率は高値を示 L，それに比して排轟者率の低い
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第 9 表

番i姓｜時｜ 尿 1糞使｜ 血一 液一一

銃｜名｜間｜ 糖！蛋白 12リ引j07~·~1 潜血 1赤血球喜｜白血球：百｜ザFリ｜ヲデ｜赤竺

1 I= I裏一一一ー＿ 349 62 74 I 一一一一 365 58 75 2. 0 28 

2］震｜喜一一一 一－ 425 7 4 70 2. 0 49 

一 一 一 土 一 512 64 80 2.5 18 

一 一 一 士 498 67 82 3.0 17 

4 j塁l震 一 一 一 一 一 476 62 79 5. 5 34 

一 一 一 一 一 502 68 76 3.0 92 

こL~I 1_ 一 士 一 一 一 411 81 81 3.0 16 
土 一 一 398 78 80 2.0 9 

‘ 一 土 一 423 88 76 4.0 24 

一 一 一 415 81 69 2.5 20 

1 I m I暮 一 一 一 一 一 502 67 68 3.5 41 

一 一 一 一 一 518 71 66 3.0 46 

s［まi震 一 一 一 一 437 65 81 6.0 28 

一 一 一 一 一 456 64 80 4.0 22 

瓦9I吾11亙裏
一 一 一 一 －！~~ 71 72 4.0 18 

一 一 一 72 74 3.0 21 

「一 一 一 一 421 82 78 2.5 16 

一 一 398 79 76 2.5 7 

ζ とはじ， 2),（第4,5表〉の場合に於ては被験者が勤務中の看護婦で，排品者を中告のみで

採用したとと，並び1亡精~irfi病院等にては排品検出を看護人i亡依頼したためと思はれる。第九8

表iて示した厳密に検したものに於ては，それぞれ100%を示している。恐らく排識者率は100%

に近いものと思はれる。

綜“指

私の iso・H.R.の諸費験は前述の成績を示したが，之等を諸掘削議費！！，特に n・R.R.と比

較検討して見る。

昨 R.R.tて閥ナる Lamson等の研究による.！：： ' 1931年の報告では，議卵減少率が 95～100%

に昇ると云い，同じく 1932年には完全駆品率 75%，品卵減少率 9C%以上，同じく 1936年lて

は完全臨晶奉 70～85,9~，轟卵減少率は 90,96'以上と述べ， Brown は 1931年 90% 以上の排品
率を見ると云い， 1932年には完全駆轟率 80%前後，議卵減少率は 90%以上と云っている。叉

本邦lて3ないては服部氏等（昭 23）は排識者率 88•. 2%，完全駆益率 35.3%，叉別に排識者率

97.3%，完全駆議率 35.1% を待たと報告している。叉高田氏は排品者卒 ~ 1.9%完全駆晶率
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78.2%，橋村氏は（未設表〉排識者率 100%，完全駆議率 41.3.%＇と報告Lている。山崎氏は

Santonin, n-H. R. Hexylchlororesorcin, iso・Amylchlororesorcin,Heptylchlororesorcin, 

等について放巣率を報告している。それによると特にクロールの結合したものが成績がよく，

完全駆轟率 20-60，%，品卵減少率は 74-96%，排識者率は 87.5～96.2；；ぎとなっている。以

上内外諸氏の n-H.R.その他同系統の諸薬剤の放果と比較して見ると iso・H.R.は排轟者率 ’

87～100%，完全脇癒率 67～73%，轟卵減少率 92.7%と危り，上掲の諸薬剤i亡優るとも劣ら

ざる放果る皐げているのであって，その臨胴識剤たるの資格は充分認められる。

偽副作用については合衆園の諸氏の n-H.R.に於けるよりも少し殊に邦製 n-H.R.の諸

副作用よりも症朕軽く，全 295例中僅に 17例（8.7ァρ，認めたに過ぎないととは注目ナぺき

ととで、ある。

n-H.R.の鈎識，｛康晶，鞭轟，暁晶i亡霊Jナる妓巣も合衆園i亡於ては蜘l品同様好成績を報ぜら

れている。私も之等諸腸内容生識に封し， iso・H.R.を試みているが，未だその報告の時期に

法していない。との方面を充分開拓して報告したいと思っている。

結 誼
間

iso・Hexylresorcin段

1) 騎胴轟放果・の優秀なると止。

2) 副作用が軽微で，その例数の少いと正。

3）資材が副産物から豊富iて得られ，従って債格も低廉なると止。

の3勲より到iil晶駆除野！！として推奨さるぺき資格をもつものと信やる。

稿を終るに臨み小泉．松林雨教授の御指導と御校閲lて主Jし深甚なる感謝を捧げる正共に病理

皐教室小林教授の病理組織率的所見lて閥ナる御援助に感謝し，叉同僚諸氏の御助力に深謝ナる。
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